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研究成果の概要（和文）：人は言葉を選ぶ際に、相手との対話の中で自分が取る役割や立場に影響されることが
ある。敬語の生起はその典型的な例である。敬語は話者が相手に対してどのような立場であるかを示す指標であ
る。挨拶言葉である本研究では、ドラマや映画、インタビューなどをデータに、対話の中でどのような言葉の選
択をしているのか、そしてそれは何故なのか、を明らかにするのが目的であった。

研究成果の概要（英文）：The choice of certain expressions in a given context often reveals what 
stance or role the speaker is taking in relation to the other interactant. By applying a role 
theory, I have investigated how roles and selected expressions are intertwined. 

研究分野： 言語学

キーワード： ポライトネス　敬語　役割　アイデンティティ

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本語のポライトネスや「クレル」の分析、さらに会話の中で２人が同時参加して一つの発話を織りなすという
現象などを研究テーマに、論文を発表した。従来当たり前として受け入れられてきた通説に対して、異なる観点
からそれぞれのテーマに取り組んだという点で、オリジナル性の高い成果を得られた。例えば「クレル」は従来
「恩恵」として扱われてきたが、この助動詞には外から内に向かうベクトルはあるものの、恩恵の意味は本来な
く、恩恵を示すコンテクストがあるから「クレル」がそれを強調するだけであると主張した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景：社会言語学や談話分析の分野では、identity という概念を適用

して、言葉の選択が話者の社会的立場や社会的なカテゴリ（女性、民族、社会的地位など）
に属するのかを見極める分析が盛んである。例えば、インド人が英語とヒンディー語を使
い分けるのは、国際的なものを意識した場合とインド人同士の身内と判断した場合の違い
からくると言われている。方言を使うか標準語を使うかというのもそれに似通ったものが
ある。 
 しかし、identity というのは、社会学的に明らかな立場だけを示すのであろうか。また、
言葉の選択はそういう social identities だけに限られるのであろうか。それよりさらに、
その場面における役割（議長、コーディネート役など）や、話者が対話者に対してその場
その場で取るスタンスなども identity が働いているのではないか、という疑問が当研究の
きっかけとなった。例えば、いわゆる speech level shifts に見られる敬語と非敬語が同じ
コンテクストに現れる現象は、言語のシフトが話者の心理的シフトを示しているのではな
いかと考え、そのシフトに応じて話者はその場で異なるアイデンティティを提示している
のだと判断する。また、「よろしくお願いします」という決まり文句も、話者が相手との関
係によって生起した役割を演じる言葉であると考え、その話者の役割範囲内であればこの
決まり文句を発話することができると考える。そのような話者の取るスタンスを、
interactional identity（相互作用的アイデンティティ）と仮に名付けた。様々な場面で
identity shifts が起こる現象を分析することで identity の分類・細分化ができるのではな
いかと思った。 

 
２． 研究の目的：本研究の目的は、アイデンティティ理論のひとつである Symbolic 

Interactionism（SI：シンボリック相互作用理論）を適用して、談話における話者の言葉
の選択の背景を探ることであった。上記に述べたように、従来の社会言語学や談話分析で
は、職業、性差、社会的地位などの social identities を談話から見出すというのが通常で
ある。しかし、本研究ではさらにコンテクストにおいて話者の取るスタンスや心理的役割
が、ある一定の言語形式を選択するという点に焦点をあて、SI 理論がどこまで適用できる
のかを探索するのが目的であった。 

 
３． 研究の方法：データはドラマや映画を書き起こし、さらにカジュアルなインタビュー

（２０件、各 20 分程度）を行いそれも書き起こした。またネットにアップロードしてある
会話のコーパスなども利用し、分析をした。一方で、SI 理論では社会学を扱うため、アイ
デンティティの問題は社会的な役割（職業、民族、性差、職場での地位）に限られている
ので、このアイデンティティをさらに interactional identities へと下位区分する必要があ
ったので、SIの第一人者である学者J. Turner氏のアドバイスを受けながら分類を試みた。 

     
４． 研究成果：分析の途中で興味深い言語現象を見出したときにはそれも研究対象となっ

たが、おおむね、上記の研究目的、方法に従って、次の項目について考察し、学会で発表
し、論文にまとめた。 

 
日本語のポライトネスについて 

（１） 敬語：敬語にはポライトネス現象においてどのような位置を占めるのか。敬語はスト
ラテジーではなく、指標である。敬語という言葉があるのではなく、ストラテジー
を駆使して言語的に築いた発話に敬語という marking を施したものであるので、意
味論的にはゼロである。 

（２） スピーチレベルシフトにおける敬語形式の語用論的機能：従来スピーチレベルシフト
は、敬語の静的な規範性という見解に異議を唱える役割をになってきた。シフトは
同じ会話でおこる敬語・非敬語の使用を示すが、対話がダイナミックに変化するの
と同調して、敬語・非敬語の使用もダイナミックに変化するという、敬語使用の柔
軟性を示す例として注目を集めている。しかし、研究代表者はシフト現象の背景は
規範的な敬語（例：目上に使用するという社会的決まり）を基にしており、両者は
別のものとして存在するのではなく、シフト現象は規範的敬語と連続したものであ
ることを主張した。 

（３） 敬語の起源について：敬語の起源を「祝詞」に求め（浅田説）その中で敬語使用の動
機を探り、それが現代敬語にも残っていると主張。 
 

「クレル」の機能について：従来の「クレル」は恩恵として扱われてきたが、「クレル」に
は動作や物が外から話者の方へと向かうベクトルでしかなく、コンテクストに応じてそれが
「恩恵」の内容であるから恩恵を強調し、また、内容が「迷惑」であることを強調したりす
る機能しかないと主張した。相手を卑下するような場合には、「脅威」すら示す役割もある
と主張した。 
 
感謝表現としての「すみません」と「ありがとう」の境界線：感謝表現で使用される「あ
りがとう」と「すみません」という表現はどのようなコンテクストの制限があるのか、



どのような語用論的意味を持つのかについて、シンボリック相互作用理論における役割
理論を適用して分析した。 
 
Joint Utterances について：これは SI の理論は適用したものでないが、言語現象のデータ
を分析するうちに見出したトピックである。従来会話分析では、二人がひとつの発話 Joint 
utterance を作る際には、同じ方向であり 2 番目の話者が 1 番目の話者を継いで発話を終結
する、と考えられてきたが、本研究では、2 番目の話者が 1 番目の話者の意図する反対のこ
とを言うこともあるし、二人がリレー式に 2つ以上の発話をひとつにくっつけてしまう場合
もあることを主張。 

 
敬語使用と皮肉：これは 2018 年度の後半から始めたもので、NYで学会発表後、執筆を始め、
2019 年 3 月に海外研究協力者と一緒に論文の方向をもう一度定めた。従来「皮肉」を生み出
すには、発話の文字通りの意味と話者の意図とが食い違うという命題が存在することが前提
として必須であることと言われてきた。しかし、その食い違いがなくとも敬語を導入するこ
とで皮肉を生み出すことが可能であることを発見した。論文は現在ほぼ仕上がっている。 
  
なお、2019 年 2月に英国の Routledge 出版社と著書出版に向けて契約を交わした。タイトル
は Japanese Politeness: An Enquiry （約 10万語。英語）2020 年には提出することになっ
ている。2021 年には出版されるという見込みである。これは日本語のポライトネスについて
理論的にまとめたものである。従来のポライトネス理論を日本語のポライトネスから見てど
のように捉えられるのか、また日本語の敬語やストラテジーはどのように包括して理論づけ
られるのかというのが主眼で、日本語の例を多く提示することで日本語のポライトネスの実
態を読者に示すという目的を持って執筆している。 
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